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ヒト歯肉ケラチノサイト(NDUSD-1)に対するアスタキサンチンの抗炎症作用
宮地正城
論文内容の要旨
口腔粘膜の重層扇平上皮の表面はケラチノサイトが被覆し、炎症から生体を防御する重要な役割を
果たしている。口腔扇平苔癖は慢性の炎症性疾患で、原因の一つにNF-kBシグナル伝達経路の関与が
あり、その転写活性は酸化ストレスの蓄積によって高まることが報告されている。
そこで本研究では、内毒素で誘発したヒト歯肉ケラチノサイト(NDUSD-1)への炎症刺激に対する
astaxanthin(以下、AX)の予防的および治療的添加が、NF-kB、TNF-α、IL-1β、IL-6の発現および細
胞増殖能に及ぼす影響を検討し、以下の結果を得た。
1.AXの予防的添加により、細胞質におけるNF-kBの発現は有意に高値を示し、核内への移行を抑
制させる傾向を示した。TNF-aの発現はl～12時間で、IL-6の発現は12～120時間で減少傾向を
示した。IL-1βは検出限界以下であった。細胞増殖能はl～12時間で有意に増加した。
2.AXの治療的添加により、細胞質および核内におけるNF-kBの発現に有意差を認めなかった。
TNF-aの発現はl～12時間で、IL-6の発現は12～120時間で減少傾向を示した。IL-1βは検出限
界以下であった。細胞増殖能は12～120時間で有意に増加した。
AXの予防的および治療的添加は、いずれもヒト歯肉ケラチノサイトに対する抗炎症作用を示した。
論文審査の要旨
本研究では、ヒト歯肉ケラチノサイトへの内毒素による炎症刺激に対するAXの予防的および治療
的添加効果を検討した。その結果、AXによる抗炎症作用が認められた。以上は、歯学に寄与すると
ころが多く、博士(歯学)の学位に値するものと審査する。
最終試験の結果の要旨
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宮地正城に対する最終試験は、主査古西清司教授、副査今井一志教授、副査今井敏夫教授に
よって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
